
平成２８年２月１９日

消費生活用製品の重大製品事故に係る公表について

消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定に基づき報告のあった重大製品事

故について、以下のとおり公表します。

○特記事項あり

石油給湯機、石油給湯機付ふろがま、電気こんろ、電気洗濯機に関する事故（リコー

ル対象製品）について

（詳細は次頁以降参照）

１．ガス機器・石油機器に関する事故 ５件

（うち石油ストーブ（密閉式、床暖房機能付）１件、

ガスこんろ（都市ガス用）１件、石油給湯機１件、

半密閉式（ＦＥ式）ガス瞬間湯沸器（都市ガス用）１件、

石油給湯機付ふろがま１件）

２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、

製品起因が疑われる事故 ９件

（うちＩＨ調理器１件、携帯型電気冷温庫１件、鍋１件、

電気ストーブ１件、自転車１件、換気扇１件、

バッテリー（リチウムイオン、無線機用）１件、電気こんろ１件、

電気洗濯機１件）

３．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、

製品起因か否かが特定できていない事故 ３件

（うち運動器具（エクササイズ用）１件、電話機１件、

プラズマテレビ１件）

４．製品起因による事故ではないと考えられ、今後、製品事故調査判定合同会議（※）

において、審議を予定している案件

該当案件無し

１．～４．の詳細は別紙のとおりです。

※正式名称は「消費者安全調査委員会製品事故情報専門調査会及び消費経済審議会

製品安全部会製品事故判定第三者委員会合同会議」という。



５．留意事項

これらは消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定に基づく報告内容の概要で

あり、現時点において、調査等により事実関係が確認されたものではなく、事故原

因等に関し、消費者庁として評価を行ったものではありません。

本公表内容については、速報段階のものであり、今後の追加情報、事故調査の進

展等により、変更又は削除される可能性があります。



６．特記事項

(1)株式会社長府製作所が製造した石油給湯機について（管理番号A201500767）

①事故事象について

株式会社長府製作所が製造した石油給湯機を焼損し、周辺を汚損する火災が発生し

ました。当該事故の原因は、現在、調査中です。

②当該製品のリコール（無償点検・改修）について

同社は、当該製品を含む対象機種（下記③）について、電磁ポンプの制御弁に使用

されているＯリング（パッキン）が劣化して硬化、収縮し、器具内に油漏れが発生す

るおそれがあることから、２００５年（平成１７年）３月２４日からウェブサイトへ

情報掲載を行い、無償点検及び改修を呼び掛けています。

なお、今般報告のあった当該事故（管理番号A201500767）が上記の事象によるもの

かどうかは現時点では不明です。

③対象製品：製品名、機種・型式、対象製造期間、対象台数

製品名 機種・型式 対象製造期間 対象台数

IB-422D*､IB-423D*､ 1996年2月 80,324

IB-425DKF､IB-426D*、 ～

IBF-422DS､IBF-423DS､ 2001年5月

石油給湯器 IBF-425DK､IBF-426DS､

IBF-427DS

小 計 80,324

KIB-422D*､KIB-423D*､ 1996年2月 114,512

KIB-425D*､KIB-426D*、 ～

強制追焚付石 KIBF-422D*､KIBF-423D*､ 2001年5月

油給湯器 KIBF-425DKA､KIBF-426D*､

KIBF-427DSA､KTBF-423DA､

SRK-423DXJ

小 計 114,512

FSK-422DS､FSK-423D* 1996年2月 1,647

ファミリース ～

パ 2001年5月

小 計 1,647

合 計 196,483

※ 機種名の「＊」部分については、アルファベットが続きますが、全て対象品です。

２００５年（平成１７年）３月２４日からリコール（無償点検・改修）を実施

改修率：９６．８％（２０１６年１月３１日時点）



＜リコール対象製品での事故件数＞

これまで同社が製造した石油給湯機及び石油給湯機付ふろがまについて、リコー

ル対象の内容による事故の件数は、本件のみです。

＜対象製品の確認方法＞

機種名・製造年は図の位置に

表示しています。

④消費者への注意喚起

上記リコール対象製品をお持ちで、事業者の行う無償点検及び改修を受けていない

方は、直ちに使用を中止し、下記問合せ先まで御連絡ください。

【問合せ先】

株式会社長府製作所

電 話 番 号：０１２０－９１１－８７０

受 付 時 間：９時～１８時（土・日・祝日を除く。）

ウェブサイト：http://www.chofu.co.jp/support/important/20050324.html



(2)株式会社ノーリツが製造した石油給湯機付ふろがまについて（管理番号A201500772）

①事故事象について

株式会社ノーリツが製造した石油給湯機を焼損し、周辺を汚損する火災が発生しま

した。当該事故の原因は、現在、調査中です。

②当該製品のリコール（無償改修）について

同社は、当該製品を含む対象製品（下記③）の石油給湯機について、電磁ポンプの

制御弁に使用されているＯリング（パッキン）が劣化して硬化、収縮し、器具内に油

漏れが発生したことにより、漏れた灯油に引火し、火災に至る可能性があることから、

事故の再発防止を図るため、２００２年（平成１４年）１０月２４日から無償改修（安

定した材質のＯリングに交換）を開始し、２００６年（平成１８年）１２月４日には、

再度新聞社告を掲載し、注意喚起を行っています。また、販売店・サービス店を通じ

て、対象機種がないかの確認を継続実施しており、２００９年（平成２１年）１２月

からは、戸建住宅へチラシの直接配布を行っています。

さらに、全石連（全国石油商業組合連合会、全国石油共済協同組合連合会）を通じ

て、４７都道府県の石油商業組合及び石油組合に加盟している石油販売事業者に協力

を依頼し、灯油の納入先にリコール対象製品がないか確認を行うなど対象製品の改修

促進を図っています。

なお、今般報告のあった当該事故（管理番号A201500772）が上記の事象によるもの

かどうかは現時点では不明です。

③対象製品：会社名、ブランド、機種・型式、対象製造期間

会社名 ブランド 機種・型式 対象製造期間

OTQ-302＊

OTQ-303＊

OTQ-305＊

OTQ-403＊

㈱ノーリツ ＮＯＲＩＴＺ OTQ-405＊

OQB-302＊ 1997年3月

OQB-305＊ ～

OQB-403＊ 2001年3月

OQB-405＊

髙木産業㈱（現 パーパス㈱） パーパス AX-400ZRD

HO-350＊

日立化成工業㈱ － HO-360＊

（現 ㈱ハウステック） HO-450＊

KZO-460＊

注：製品名の末尾の＊には英数字が続きますが、全て該当品です。

２００２年（平成１４年）１０月２４日からリコール（無償改修）を実施

改修対象台数 １８０，９００台

改修率：９８．５％（２０１６年１月３１日時点）



＜リコール対象製品での事故件数＞

当該事故（管理番号A201500772）発生以前の、同社が製造した石油給湯機及び石

油給湯機付ふろがまにおける２０１０年度以降のリコール対象の内容による事故の

件数は、次のとおりです。これらは、消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定

に基づき報告を受けたものです。

年度 事故件数 被害状況 年度 事故件数 被害状況

2015年度 0 － 2012年度 10 火災

2014年度 4 火災 2011年度 7 火災

2013年度 7 火災 2010年度 12 火災

＜対象製品の確認方法＞

製品名、製造年月は器具本体前面にシールで表示されています。

排気及び設置方式により、図のような形状があります。

④消費者への注意喚起

対象製品をお持ちで、まだ製造事業者等の行う無償改修を受けていない方は、速や

かに下記問合せ先まで御連絡ください。

なお、改修対象製品には、株式会社ノーリツの「ＮＯＲＩＴＺ」ブランドのほか、

髙木産業株式会社（現 パーパス株式会社）の「パーパス」ブランド、日立化成工業

株式会社（現 株式会社ハウステック）の製品もあります。

【問合せ先】

株式会社ノーリツ

電 話 番 号：０１２０－０１８－１７０

受 付 時 間：９時～１９時（平日）

９時～１７時（土・日・祝日）

ウェブサイト：http://www.noritz.co.jp/info/05-1.html

パーパス株式会社

電 話 番 号：０１２０－５７５－３９９

受 付 時 間：９時～１８時（土・日・祝日、年末年始を除く。）

ウェブサイト：http://www.purpose.co.jp/home/announce/product/wh200210.html

 



株式会社ハウステック

電 話 番 号：０１２０－５５１－６５４

受 付 時 間：９時～１７時３０分（平日）

ウェブサイト：http://www.housetec.co.jp/company/attention/2002/10/ho-350.html

⑤一般社団法人日本ガス石油機器工業会による取組

一般社団法人日本ガス石油機器工業会では、石油給湯機等について、上記のリコー

ル開始後も未改修品での事故が発生しているため、同じ構造の電磁ポンプを有する石

油給湯機を製造した株式会社ノーリツ、東陶ユプロ株式会社（現 ＴＯＴＯ株式会社）、

長州産業株式会社及びＯＥＭを含む６社と共同で、２００８年（平成２０年）１１月

から１２月にかけて、順次、新聞社告を新聞各紙に掲載し、未改修の該当機種をお持

ちの消費者に対して速やかに連絡を頂くよう呼び掛けを行っています。

また、同工業会のウェブサイトにおいて、東京ツチヤ販売株式会社及び株式会社ワ

カサの２社を加えた８社について注意喚起をしています。

対象製品をお持ちで、まだ製造事業者等の行う無償改修を受けていない方は、速や

かに下記問合せ先まで御連絡ください。

対象製品：ブランド名、会社名、機種・型式、対象製造期間、問合せ先

ブランド名<会社名> 機種・型式、対象製造期間 問合せ先

ＮＯＲＩＴＺ OTQ-302＊ OTQ-303＊ ウェブサイト

<㈱ノーリツ> OTQ-305＊ OTQ-403＊ http://www.noritz.co.jp/info/05-

OTQ-405＊ OQB-302＊ 1.html

OQB-305＊ OQB-403＊ 電話番号:0120-018-170

OQB-405＊

製造期間：1997年3月～

2001年3月

ハウステック HO-350＊ HO-360＊ ウェブサイト

<日立化成工業㈱ HO-450＊ KZO-460＊ http://www.housetec.co.jp/company/a

（現 ㈱ハウステッ ＜㈱ノーリツ製＞ ttention/2002/10/ho-350.html

ク）> 製造期間：1997年3月～ 電話番号:0120-551-654

2001年3月

ＴＯＴＯ RPE32K＊ RPE40K＊ ウェブサイト

<東陶ユプロ㈱ RPE41K＊ RPH32K＊ http://www.toto.co.jp/News/yupro

（現 ＴＯＴＯ㈱）> RPH40K＊ RPH41K＊ /index.htm

製造期間:1995年8月～ 電話番号:0120-444-309

1999年6月

パーパス TP-BS320＊D ウェブサイト

<髙木産業株式会社 （ただし、TP-BS320は除く。）http://www.purpose.co.jp/home/ann

（現 パーパス㈱）> TP-BS402＊D ounce/product/wh200210.html

TP-BSQ402＊ 電話番号:0120-575-399

＜ＴＯＴＯ㈱製＞

製造期間:1995年8月～

1999年6月

AX-400ZRD

＜㈱ノーリツ製＞

製造期間:1997年3月～

2001年3月



ＮＥＰＯＮ URA320 URA320S ウェブサイト
<ネポン㈱> URB320 URB320S http://www.toto.co.jp/News/yupro

UR320 UR320S /index.htm
UR404S 電話番号:0120-444-309
＜ＴＯＴＯ㈱製＞ ＴＯＴＯ㈱で受付
製造期間:1995年8月～

1999年6月
日本ボイラーメンテナ UFN-333A（湯ＦＯ） ウェブサイト
ンス ＜ＴＯＴＯ㈱製＞ http://www.toto.co.jp/News/yupro
<㈱日本ボイラーメン 製造期間:1995年8月～ /index.htm
テナンス社> 1999年6月 電話番号:0120-444-309

ＴＯＴＯ㈱で受付
ＣＩＣ PDX-403D DX-403D ウェブサイト
<長州産業㈱> PDF-403D DF-403D http://www.choshu.co.jp/2009/050

DX-403DF 6200057.html
製造期間:1996年5月～ 電話番号:0120-652-963

1999年10月
PDF-321V PDF-401A ウェブサイト
PDF-411D-A DX-411D http://www.toto.co.jp/News/yupro
PDX-321V PDX-411D /index.htm
＜ＴＯＴＯ㈱製＞ 電話番号:0120-444-309
製造期間:1995年8月～

1999年6月
ツチヤ AX-402A EX-403A ウェブサイト
<東京ツチヤ販売㈱> FK-405A FC-406A http://www.choshu.co.jp/2009/050

＜長州産業㈱製＞ 6200057.html
製造期間:1996年5月～ 電話番号:0120-652-963

1999年10月 長州産業㈱で受付
ワカサ WBF-400C
<㈱ワカサ> ＜長州産業㈱製＞

製造期間:1996年5月～
1999年10月

注：機種・型式名の末尾の＊には英数字が続きますが、全て対象製品です。

（一般社団法人日本ガス石油機器工業会）

ウェブサイト：http://www.jgka.or.jp/information/2008/pdf/2008_11_21_sekiyuky

uutouki_mushoutenken.pdf



(3)富士工業株式会社が製造した電気こんろについて（管理番号A201500770）

※サンウエーブ工業株式会社（現 株式会社ＬＩＸＩＬ）製ミニキッチンに組み込

まれたもの

①事故事象について

富士工業株式会社が製造した電気こんろの上に置いていた電気製品を焼損する火災

が発生しました。

当該事故の原因は、現在、調査中ですが、身体等が当該製品のつまみに触れてスイ

ッチが入り、当該製品の上に置いていた可燃物などが燃えたものと考えられます。

②再発防止策について

ミニキッチン等に組み込まれた電気こんろのスイッチ部のつまみが飛び出ている形

状のものについては、身体や荷物が知らないうちにつまみに触れ、スイッチが入って

しまい、火災に至る事故が相次いで発生しています。

このため、電気こんろメーカー及びキッチンユニットメーカー１３社により「小形

キッチンユニット用電気こんろ協議会」が設立され、２００７年（平成１９年）７月

３日から無償改修（スイッチパネルのつまみへのカバーの取付け）への取組を実施し、

新聞社告への掲載、新聞折り込みチラシの配布を行うとともに、各地の消防局に協力

要請を行う等、無償改修を進めています(現在１１社が継続実施)。

今回報告のあった事故（管理番号A201500770）の製品は、同協議会が取り組んでい

る無償改修の対象製品であったことから、今後も更なる無償改修の促進に向けて取り

組んでいくこととしています。

③対象製品

対象製品の機種・型式及び各事業者名、問合せ先等は、別紙のとおりです。

【リコール実施状況】

２００７年（平成１９年）７月３日から無償改修を実施

改修対象台数、改修率

一口電気こんろ（今般事故の型式ＳＢＥ－１０１－２００Ｖを含む。）

改修対象台数 ５３０，４０１台（全社合計）

改修率 ９６．４％（２０１６年１月３１日時点）

上面操作一口電気こんろ

改修対象台数 ６０，９６９台（全社合計）

改修率 ７４．１％（２０１６年１月３１日時点）

複数口電気こんろ

改修対象台数 １４７，７００台（全社合計）

改修率 ６９．８％（２０１６年１月３１日時点）



＜リコール対象製品での事故件数＞

当該事故（管理番号A201500770）発生以前の、同社が製造した当該製品におけるリ

コール対象の内容による２０１０年度以降の事故の件数は、次のとおりです。これら

は、消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定に基づき報告を受けたものです。

年度 事故件数 被害状況 年度 事故件数 被害状況

2015年度 0 － 2012年度 0 －

2014年度 3 火災 2011年度 1 火災

2013年度 2 火災 2010年度 3 火災

＜対象製品の外観及び確認方法＞

スイッチ部のつまみを御確認ください。

（写真はＳＢＥ－１０１－１００Ｖ）

改修前：カバー無し 改修後：カバー付き

「メーカー名」及び「品番」につきましては、扉の内側やスイッチなどを御確認

ください。

「品番」が表示されていない場合は、「メーカー名」又は「スイッチ部の形状」

を御確認の上、下記問合せ先まで御連絡ください。

改修対象の電気こんろは、スイッチパネルのつまみが飛び出ている形状のものにな

ります。



④使用者への注意喚起

電気こんろの上や周辺に可燃物を置くことを避けていただくとともに、電気こんろ

のスイッチパネルのつまみにカバーのない製品をお使いで、まだ当該つまみにカバー

を付ける改修を受けていない方は、速やかに下記問合せ先まで御連絡ください。

使用者の方々及び対象製品を設置するアパート等を所有又は管理されている方々に

おかれては、事業者が行う訪問改修に御協力いただくようお願いします。

【問合せ先】

富士工業株式会社

電 話 番 号：０１２０－５００－６２１

受 付 時 間：９時～１８時（土・日・祝日を除く。）

ウェブサイト：http://www.fjic.co.jp/recall/gas_k01.html

株式会社ＬＩＸＩＬ

電 話 番 号：０１２０－１９０－５３０

受 付 時 間：９時～１７時（土・日・祝日、年末年始、夏季休暇を除く。）

ウェブサイト：http://sunwave.lixil.co.jp/info/11210/index.html

小形キッチンユニット用電気こんろ協議会

電 話 番 号：０１２０－３５５－９１５

受 付 時 間：９時～１７時（土・日・祝日を除く。）

ウェブサイト：http://www.denki-konro.jp/

（参考）

消費者庁では、２０１４年（平成２６年）６月１１日に「お持ちではありませんか？

リコールが行われている台所用機器」として、リコールが行われている電気こんろ、電

子レンジ、電気冷蔵庫、食器洗い乾燥機、ＩＨ調理器、電気ケトルで火災等が発生した

１４製品について、リコール対象機種・型式を提示し、発煙・発火のおそれがあるとし

て注意を呼び掛けています。

ウェブサイト：http://www.caa.go.jp/safety/pdf/140611kouhyou_1.pdf



（別紙）



(4)シャープ株式会社が製造した電気洗濯機について（管理番号A201500773）

①事故事象について

シャープ株式会社が製造した電気洗濯機を使用中、当該製品を焼損する火災が発生

しました。

当該事故の原因は、現在、調査中ですが、製品内部の電気部品（クラッチソレノイ

ド）のリード線が断線し、使用しているうちに発火に至ったと考えられます。

②再発防止策について

同社は、当該製品を含む対象製品（下記③）について、事故の再発防止を図るため、

２０１３年（平成２５年）７月２９日にプレスリリース及びウェブサイトへ情報を掲

載するとともに、同月３０日に新聞社告、チラシの配布、判明顧客に対する個別連絡

を行い、対象製品について無償点検・修理を実施しています。

③対象製品：機種・型式、製造期間、改修対象台数

機種・型式 製造期間 改修対象台数

ES-A70E(-C/-H) ES-N75D(-G)
ES-A80E(-C/-H) ES-D75D(-V/-W)
ES-70EE(-C) ES-AG70D(-V/-W)
ES-72EM(-C) ES-AG80D(-V/-W)
ES-80EE(-C) ES-U70D(-V/-W)
ES-82EM(-C) ES-U80D(-V/-W)
ES-DD8E(-C) ES-CL75D(-A)
ES-B75D(-C/-P) ES-G70V6(-W)
ES-75N(-G) ES-G80V6(-W)
ES-M7K(-C) ES-KG73V(-A/-N) 1999年 8月
ES-73EM(-V) ES-KG83V(-A/-N) ～ 729,116
ES-83EM(-V) ES-V73V6(-A) 2006年12月
ES-LC70B(-C/-H) ES-V83V6(-A)
ES-LC80B(-C/-H) ES-T730V(-S)
ES-U70C(-P/-V) ES-T830V(-S)
ES-U80C(-P/-V) ES-TG74V(-G/-N/-S)
ES-74EM(-V) ES-TG84V(-G/-S)
ES-84EM(-V) ES-FG74V(-S)
ES-C75D(-P/-V) ES-FG84V(-S)
ES-CY75D(-Y) ES-D75E2(-A)
ES-N7K(-C) ES-D85E2(-A)

※ 表中( )内は色調コードです。

２０１３年（平成２５年）７月２９日からリコール（無償点検・修理）を実施

改修率：３０．１％（２０１６年１月３１日時点）



＜リコール対象製品での事故件数＞

当該事故（管理番号A201500773）発生以前の、同社が輸入した当該製品における

リコール対象の内容による２０１０年度以降の事故（リコール開始の契機となった

事故を含む。）の件数は、次のとおりです。これらは、消費生活用製品安全法第３

５条第１項の規定に基づき重大製品事故の報告を受け、製品起因が疑われる事故と

して公表していたものです。

年度 事故件数 被害状況 年度 事故件数 被害状況

2015年度 0 － 2012年度 0 －

2014年度 0 － 2011年度 0 －

2013年度 2 火災 2010年度 1 火災

＜対象製品の外観及び確認方法＞

製品前面操作部の左右いずれかに機種・型式が記載されています。

（写真はＥＳ－ＡＧ７０Ｄ）

④消費者への注意喚起

対象製品をお持ちで、まだ事業者の行う無償点検及び修理を受けていない方は、直

ちに使用を中止し、速やかに下記問合せ先まで御連絡ください。

【問合せ先】

シャープ株式会社

電 話 番 号：０１２０－４０４－５１１

受 付 時 間：９時～１８時（月～土）

９時～１７時（日・祝日）

ウェブサイト：http://www.sharp.co.jp/support/announce/es_info_130729.html

※上記ウェブサイトからも無償点検及び修理の申込みが可能です。

 



（本発表資料の問合せ先） 消費者庁消費者安全課

（製品事故情報担当） 担 当：木原、清重

電 話：03-3507-9204（直通）

ＦＡＸ：03-3507-9290

経済産業省商務流通保安グループ製品安全課製品事故対策室

担 当：下出、鈴木、植杉、岸田

電 話：03-3501-1707（直通）

ＦＡＸ：03-3501-2805



■消費生活用製品の重大製品事故一覧 別　　　紙

１．ガス機器・石油機器に関する事故（製品起因か否かが特定できていない事故を含む。）
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201500757 平成28年2月3日 平成28年2月15日
石油ストーブ（密閉
式、床暖房機能
付）

UFH-646UKF サンポット株式会社 火災
当該製品を使用中、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。現在、原因を調査
中。

青森県 　

A201500759 平成28年2月4日 平成28年2月15日
ガスこんろ（都市ガ
ス用）

C3GC3DTR（東
京ガス株式会社
ブランド：型式
HR-M563PA-
HR）

株式会社ハーマン（東
京ガス株式会社ブラ
ンド）

火災
軽傷1名

当該製品を使用中、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生し、1名が火傷を負った。当
該製品の使用状況を含め、現在、原因を調査
中。

東京都 　

A201500767 平成28年2月4日 平成28年2月16日 石油給湯機 IBF-422DS 株式会社長府製作所 火災
当該製品を焼損し、周辺を汚損する火災が発
生した。現在、原因を調査中。

徳島県

製造から15年
以上経過した
製品
平成17年3月
24日からリコー
ルを実施（特記
事項を参照）
改修率：96.8%

A201500771 平成28年2月11日 平成28年2月17日
半密閉式（FE式）ガ
ス瞬間湯沸器（都
市ガス用）

RUX-1611WF-E リンナイ株式会社
CO中毒
軽症1名

当該製品を使用中、浴室で1名が一酸化炭素
中毒で軽症を負った。当該製品の設置状況を
含め、現在、原因を調査中。

愛知県

製造から20年
以上経過した
製品
平成28年2月
15日に経済産
業省商務流通
保安グループ
にて公表済
平成28年2月
18日に消費者
安全法の重大
事故等として
公表済

A201500772 平成28年2月12日 平成28年2月17日
石油給湯機付ふろ
がま

OTQ-302Y 株式会社ノーリツ 火災
当該製品を焼損し、周辺を汚損する火災が発
生した。現在、原因を調査中。

群馬県

製造から15年
以上経過した
製品
平成14年10月
24日からリコー
ルを実施（特記
事項を参照）
改修率：98.5％



２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因が疑われる事故
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201500758 平成28年2月4日 平成28年2月15日 ＩＨ調理器 SIC-1400B-KO
サンソニック株式会社
（輸入事業者）

火災
当該製品を使用中、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。現在、原因を調査
中。

香川県

A201500761 平成28年1月30日 平成28年2月15日 携帯型電気冷温庫 ACW-620
株式会社アピックスイ
ンターナショナル
（輸入事業者）

火災
当該製品を使用中、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。現在、原因を調査
中。

北海道

平成28年2月
12日に消費者
安全法の重大
事故等として
公表済

A201500762 平成27年12月6日 平成28年2月15日 鍋 GN-200B HARIO株式会社 重傷1名
当該製品で調理中、破裂音がするとともに、
鍋の底が破損し、耳を負傷した。現在、原因
を調査中。

千葉県

事業者が重大
製品事故とし
て認識したの
は平成28年2
月8日

A201500763 平成28年1月31日 平成28年2月15日 電気ストーブ SAV1104-2000
株式会社ディンプレッ
クス・ジャパン
（輸入事業者）

火災
当該製品を使用中、当該製品を焼損する火
災が発生した。現在、原因を調査中。

北海道

平成28年2月
12日に消費者
安全法の重大
事故等として
公表済

A201500765 平成28年1月20日 平成28年2月16日 自転車 7.5FX
トレック・ジャパン株式
会社
（輸入事業者）

重傷1名
当該製品で走行中、当該製品のフロント
フォークが破断し、転倒、負傷した。現在、原
因を調査中。

岡山県

事業者が重大
製品事故とし
て認識したの
は平成28年2
月4日

A201500766 平成28年2月1日 平成28年2月16日 換気扇 FY-08PTU7D

松下エコシステムズ
株式会社（現　パナソ
ニック エコシステムズ
株式会社）

火災
学校のシャワー室で当該製品を焼損し、周辺
を汚損する火災が発生した。現在、原因を調
査中。

東京都 　

A201500769 平成28年1月10日 平成28年2月16日
バッテリー（リチウ
ムイオン、無線機
用）

BP-220L アイコム株式会社 火災
駅構内で当該製品を充電中、当該製品を焼
損する火災が発生した。現在、原因を調査
中。

東京都

事業者が重大
製品事故とし
て認識したの
は平成28年2
月9日



２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因が疑われる事故（続き）
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201500770 平成28年2月6日 平成28年2月17日 電気こんろ

SBE-101-200V
（サンウエーブ
工業株式会社
（現　株式会社Ｌ
ＩＸＩＬ）製ミニキッ
チンに組み込ま
れたもの）

富士工業株式会社 火災

当該製品の上に置いていた電気製品を焼損
する火災が発生した。
事故の原因は、現在、調査中であるが、身体
等が当該製品のつまみに触れてスイッチが入
り、当該製品の上に置いていた可燃物などが
燃えたものと考えられる。

広島県

製造から20年
以上経過した
製品
平成19年7月3
日から事業者
が共同してリ
コールを実施
（特記事項を参
照）
改修率　96.4％
（一口電気こん
ろ合計）

A201500773 平成28年2月8日 平成28年2月17日 電気洗濯機 ES-AG80D シャープ株式会社 火災

当該製品を使用中、当該製品を焼損する火
災が発生した。
当該事故の原因は、現在、調査中であるが、
製品内部の電気部品（クラッチソレノイド）の
リード線が断線し、使用しているうちに発火に
至ったと考えられる。

埼玉県

平成28年2月
18日に消費者
安全法の重大
事故等として
公表済
平成25年7月
29日からリコー
ルを実施（特記
事項を参照）
改修率：30.1％



３．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因か否かが特定できていない事故
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201500760 平成28年1月12日 平成28年2月15日
運動器具（エクササ
イズ用）

重傷1名
当該製品を使用していたところ、胸部を負傷した。当該製品との
因果関係を含め、現在、原因を調査中。

兵庫県

事業者が重大製品
事故として認識した
のは平成28年2月3
日

A201500764 平成28年1月31日 平成28年2月15日 電話機
火災

軽傷3名

当該製品及び周辺を焼損する火災が発生し、3名が軽傷を負っ
た。当該製品から出火したのか、他の要因かも含め、現在、原因
を調査中。

愛知県

A201500768 平成28年2月5日 平成28年2月16日 プラズマテレビ 火災
当該製品を延長コードに接続していたところ、当該製品の電源プ
ラグ部及び周辺を焼損する火災が発生した。当該製品から出火
したのか、他の要因かも含め、現在、原因を調査中。

群馬県 　

４．製品起因による事故ではないと考えられ、今後、製品事故調査判定合同会議において審議を予定している案件

該当案件無し



ＩＨ調理器（管理番号：A201500758) 

 

 

 

 

 

 

携帯型電気冷温庫（管理番号：A201500761) 

 

 



鍋（管理番号：A201500762) 

 

 

 

 

 

 

 

自転車（管理番号：A201500765) 

 

 

 



換気扇（管理番号：A201500766) 

 

 

 

 

 

 

バッテリー（リチウムイオン、無線機用）（管理番号：A201500769) 
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